
「
１
０
月
９
日
は
『
ト
ラ
ッ
ク
の
日
』

な
く
せ
交
通
事
故
災
害
・
過
労
運
転
！

安
全
運
転
の
た
め
に
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
！
！
」

を
テ
ー
マ
に
、
首
都
圏
ト
ラ
ッ
ク
部
会

（
東
京
・
埼
玉
）
は
医
療
生
協
さ
い
た

ま
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
、
大
宮
ト
ラ
ッ

ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
建
交
労
の
宣
伝
や

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
な

ど
を
開
催
し
ま
し
た
。
医
療
生
協
さ
い

た
ま
４
名
、
新
聞
記
者
３
名
、
建
交
労

首
都
圏
ト
ラ
ッ
ク
部
会
（
東
京
６
名
、

埼
玉
６
名
）
、
合
計
１
９
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

大
型
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
を
中
心

に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
と
グ
ッ
ズ
を
一
緒
に

手
渡
し
、
４
２
枚
を
集
約
し
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
「
高
速
道
路

で
の
休
憩
場
所
の
確
保
が
難
し
い
」

「
風
邪
を
引
い
て
も
休
め
な
い
」
「
荷

待
ち
時
間
が
あ
る
」
な
ど
、
ド
ラ
イ
バ
ー

が
抱
え
る
切
実
な
労
働
実
態
を
聞
く
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
医
療
生
協
さ
い
た

ま
の
保
健
師
さ
ん
に
は
、
血
圧
測
定
、

身
体
測
定
な
ど
を
行
っ
て
頂
き
、
日
頃

の
食
生
活

な
ど
の
見

直
し
の
助

言
や
、
喫

煙
者
に
対

し
て
、
喫

煙
が
身
体
に
及
ぼ
す
影
響
な
ど
を
説
明

頂
き
、
禁
煙
に
向
け
て
の
具
体
的
な
ア

ド
バ
イ
ス
を
頂
き
ま
し
た
。
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
内
の
清
掃
や
ゴ
ミ
拾
い
な
ど
を
行
い
、

５
時
間
に
渡
る
行
動
は
終
了
と
な
り
ま

し
た
。

ド
ラ
イ
バ
ー
の
過
労
死
は
他
産
業
と

比
べ
依
然
と
し
て
高
い
水
準
に
あ
り
ま

す
。
２
０
２
４
年
問
題
の
課
題
は
、
荷

物
が
滞
る
問
題
で
は
な
く
、
過
労
死
防

止
の
観
点
で
、
改
善
基
準
告
示
や
時
間

外
労
働
の
上
限
規
制
を
遵
守
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
ド
ラ
イ
バ
ー
の
命

と
健
康
を
守
る
た
め
ト
ラ
ッ
ク
部
会
は

引
き
続
き
奮
闘
す
る
決
意
で
す
。

【
神
田
支
部

松
崎

守
男
】

７
月
２
９
日
（
月
）
、
東
京
都
と
の

交
渉
を
行
い
１
７
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

本
交
渉
は
中
央
本
部
の
全
国
統
一
要
求

基
準
を
元
に
、
毎
年
各
業
種
が
要
求
を

追
記
し
た
項
目
を
掲
げ
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
事
業
団
・
高
齢
者
部
会
は
「
高
年

齢
者
雇
用
安
定
法
５
条
３
６
条
の
趣
旨

に
基
づ
き
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

に
『
準
ず
る
団
体
』
の
基
準
を
作
成
し
、

援
助
・
育
成
団
体
と
し
て
優
先
発
注
の

機
会
が
与
え
ら
れ
る
よ

う
施
策
を
行
う
こ
と
。

２
０
１
９
年
施
行
『
都

民
の
就
労
の
支
援
に
係

る
施
策
の
推
進
と
ソ
ー

シ
ャ
ル
フ
ァ
ー
ム
の
創

設
の
促
進
に
関
す
る
条

例
』
に
関
し
、
就
労
困

難
者
の
中
に
働
か
な
け

れ
ば
生
活
で
き
な
い
７

５
歳
以
上
の
後
期
高
齢

者
な
ど
が
含
ま
れ
る
よ
う
働
き
か
け
る

こ
と
。
公
園
等
の
清
掃
・
除
草
等
維
持

管
理
委
託
の
競
争
入
札
に
つ
い
て
公
共

工
事
設
計
労
務
単
価
や
最
低
賃
金
が
こ

の
数
年
大
幅
に
値
上
が
り
し
て
い
る
に

も
関
わ
ら
ず
、
賃
金
に
反
映
さ
れ
て
い

な
い
実
態
を
ふ
ま
え
、
適
正
な
賃
金
が

労
働
者
に
支
払
わ
れ
る
よ
う
公
契
約
条

例
の
制
定
及
び
最
低
制
限
価
格
制
度
の

導
入
す
る
こ
と
。
」
を
求
め
ま
し
た
。

東
京
都
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

に
準
ず
る
規
定
に
つ
い
て
は
「
他
の
地

方
公
共
団
体
の
動
向
を
注
視
し
て
い
る
。
」

ソ
ー
シ
ャ
ル
フ
ァ
ー
ム
条
例
の
就
労
困

難
者
に
７
５
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
な

ど
を
含
む
よ
う
都
へ
の
働
き
か
け
に
つ

い
て
は
「
後
期
高
齢
者
に
限
ら
ず
、
要

件
を
満
た
し
て
い
る
事
が
確
認
で
き
れ

ば
、
就
労
困
難
者
に
な
り
う
る
取
り
扱

い
を
し
て
い
る
。
」
公
契
約
条
例
制
定

及
び
最
低
制
限
価
格
制
度
導
入
に
つ
い

て
は
、
「
公
契
約
条
例
制
定
は
、
賃
金

や
労
働
条
件
は
、
最
賃
法
や
労
基
法
等

で
下
支
え
し
た
上
で
、
各
企
業
に
お
い

て
対
等
な
労
使
間
で
の
交
渉
に
よ
り
自

主
的
に
決
定
さ
れ
る
べ
き
も
の
。
労
働

法
制
と
の
整
合
性
や
入
札
契
約
制
度
の

前
提
で
あ
る
公
正
性
、
競
争
性
の
確
保

等
の
面
で
導
入
は
難
し
い
。
最
低
制
限

価
格
制
度
導
入
は
、
契
約
案
件
毎
に
多

様
な
積
算
手
法
を
活
用
し
て
お
り
一
律

に
最
低
制
限
価
格
制
度
を
導
入
す
る
こ

と
は
現
在
予
定
し
て
い
な
い
。
」
と
回

答
し
て
い
ま
す
。
【
書
記
長

遠
藤

晃
】
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１
０
・
９

首
都
圏
ト
ラ
ッ
ク
部
会
（
東
京
・
埼
玉
）
ト
ラ
ッ
ク
の
日
行
動
開
催



建
交
労
や
国
土
交
通
労

組
、
建
設
首
都
圏
共
闘
会

議
な
ど
官
民
の
建
設
関
係

の
労
働
組
合
で
構
成
す
る

生
公
連
（
生
活
関
連
公
共

事
業
推
進
連
絡
会
議
）
は
、

１
０
月
１
３
日
（
日
）
第

４
３
会
定
期
総
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
今
年
担
い
手

３
法
（
建
設
業
法
、
入
契

法
、
品
確
法
）
が
改
正
さ

れ
、
現
場
労
働
者
の
労
務

費
を
国
が
標
準
労
務
費
と

し
て
定
め
、
著
し
く
低
い

契
約
が
明
ら
か
と
な
っ
た

場
合
、
営
業
停
止
な
ど
ペ

ナ
ル
テ
ィ
が
課
さ
れ
る
事

と
な
り
、
現
場
で
の
活
用
が
期
待
さ

れ
ま
す
。
方
針
の
提
案
を
行
っ
た
国

土
交
通
労
組
副
執
行
委
員
長
の
笛
田

事
務
局
長
は
「
能
登
半
島
の
災
害
か

ら
９
ヶ
月
、
建
設
労
働
者
の
人
手
不

足
に
よ
り
復
旧
が
進
ん
で
い
な
い
。

建
設
業
の
担
い
手
確
保
の
た
め
、
業

法
改
正
を
実
効
性
あ
る
も
の
に
す
る

必
要
が
あ
る
。
引
き
続
き
地
域
や
諸

団
体
と
連
携
し
て
運
動
を
前
進
さ
せ

た
い
。
」
と
訴
え
ま
し
た
。
生
公
連

副
議
長
の
建
交
労
中
央
本
部
廣
瀬
書

記
長
は
「
災
害
大
国
日
本
で
、
大
企

業
や
富
裕
層
優
先
の
政
治
が
長
年
行

わ
れ
て
き
た
。
国
民
の
た
め
の
建
設

産
業
を
実
現
す
る
た
め
に
、
建
設
労

働
者
の
立
場
か
ら
も
政
治
を
変
え
よ

う
と
訴
え
る
必
要
あ
る
。
官
民
共
同

の
生
公
連
運
動
が
益
々
重
要
に
な
っ

て
い
る
、
共
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
！
」

と
訴
え
ま
し
た
。

【
全
国
建
設
・

関
連
部
会

事
務
局
長

笹
原

和
樹
】

「
被
爆
者
と
と
も
に
核
兵

器
の
な
い
平
和
で
公
正
な

世
界
を
、
人
類
と
地
球
の

未
来
の
た
め
に
」
を
テ
ー

マ
に
原
水
爆
禁
止
２
０
２

４
世
界
大
会
が
広
島
、
長

崎
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

建
交
労
東
京
か
ら
関
東
支

部
石
川
さ
ん
、
神
田
支
部

の
吉
田
さ
ん
、
松
崎
が
参

加
し
ま
し
た
。
８
月
４
日
、

開
会
総
会
が
広
島
県
立
総
合
体
育
館

グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
で
、
会
場
参
加

３
２
０
０
名
、
オ
ン
ラ
イ
ン
８
０
０

名
の
参
加
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
開

会
宣
言
か
ら
セ
ッ
シ
ョ
ン
Ⅱ
の
草
の

根
の
運
動
交
流
が
行
わ
れ
、
休
会
宣

言
で
終
了
し
ま
し
た
。
５
日
、
分
科

会
「
原
発
ゼ
ロ
を
め
ざ
し
て
」
に
参

加
し
、
東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
事

故
か
ら
１
３
年
経
っ
て
も
故
郷
に
戻

れ
な
い
被
災
者
が
多
数
存
在
し
、
廃

炉
の
見
通
し
も
立
っ
て
い
な
い
現
状
、

政
府
が
推
進
す
る
原
発
政
策
に
被
災

者
と
連
帯
し
て
原
発
ゼ
ロ
を
め
ざ
す

取
組
み
に
つ
い
て
交
流
し
ま
し
た
。

建
交
労
全
国
交
流
会
で
は
、
角
田
執

行
委
員
長
の
挨
拶
、
広
島
黒
い
雨
第

２
次
訴
訟
原
告
団
長
の
岡
久
郁
子
さ

ん
の
お
話
し
を
聞
き
、
全
国
２
２
名

の
仲
間
と
交
流
し
ま
し
た
。
６
日
、

広
島
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
て
か
ら
７

９
年
、
８
時
か
ら
平
和
記
念
公
園
で

広
島
市
原
爆
死
没
者
慰
霊
式
並
び
に

平
和
祈
念
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
荷

物
検
査
を
受
け
、
公
園
内
で
式
典
か

ら
の
音
声
を
聞
き
雰
囲
気
を
感
じ
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
閉
会
総
会
は
、

会
場
３
７
５
０
名
、
オ
ン
ラ
イ
ン
１

２
５
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
希
望

の
光
「
核
兵
器
禁
止
条
約
」
を
力
に

核
兵
器
の
な
い
平
和
で
公
正
な
世
界

へ
の
道
を
切
り
ひ
ら
く
た
め
、
た
だ

ち
に
行
動
に
立
ち
上
が
ろ
う
と
訴
え

る
決
議
、
広
島
か
ら
の
呼
び
か
け
が

採
択
さ
れ
ま
し
た
。
３
日
間
で
今
ま

で
と
は
違
っ
た
平
和
へ
の
思
い
を
感

じ
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
参
加
さ
せ

て
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

被
爆
者
と
若
い
世
代
と
と
も
に
、
未

来
を
切
り
ひ
ら
い
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

【
神
田
支
部

松
崎

守
男
】

日
本
人
と
し
て
一
度
は
訪
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
た
広
島

に
今
回
行
く
機
会
を
頂
い
て
、
猛
暑

の
続
く
気
候
で
し
た
が
と
て
も
有
意

義
な
３
日
間
と
な
り
ま
し
た
。
世
界

各
国
、
日
本
全
国
か
ら

の
参
加
者
約
４
千
人
が
、

熱
心
に
話
を
聞
き
、
会

場
は
平
和
を
願
う
人
で

溢
れ
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
原
爆
ド
ー
ム
、
平

和
記
念
公
園
を
訪
れ
て
、

怒
り
の
感
情
や
悲
し
み

の
感
情
、
そ
し
て
今
こ

の
日
常
を
送
れ
て
い
る

こ
と
へ
の
安
心
を
実
感

し
、
も
う
２
度
と
核
兵
器
が
使
わ
れ

な
い
で
欲
し
い
、
開
発
し
な
い
で
欲

し
い
こ
と
を
心
か
ら
願
い
、
唯
一
の

被
爆
国
で
あ
る
日
本
は
原
爆
の
悲
惨

さ
を
世
界
に
発
信
し
続
け
、
後
世
に

伝
え
て
い
く
使
命
感
が
あ
る
の
だ
と
、

改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
戦
争
を
知
る

機
会
が
ど
ん
ど
ん
失
わ
れ
つ
つ
あ
る

今
、
過
去
を
見
つ
め
、
命
の
尊
さ
、

平
和
の
意
識
の
大
切
さ
を
多
く
学
び

ま
し
た
。
学
ぶ
機
会
を
頂
い
た
都
本

部
に
感
謝
し
ま
す
。

【
関
東
支
部

石
川

陽
一
】

２０２４年１０月２８日 (毎月１回刊／第４月曜日発行) 建交労とうきょう (昭和５３年９月２２日第三種郵便物認可) 第１０９１号

建
交
労
第
２
６
回
定
期
大
会
が
群
馬

県
磯
部
温
泉
で
開
催
さ
れ
、
新
年
度
の

方
針
・
予
算
の
確
立
、
役
員
が
選
出
さ

れ
ま
し
た
。
女
性
初
の
委
員
長
と
し
て

８
年
間
務
め
ら
れ
た
角
田
季
代
子
さ
ん

が
今
期
を
も
っ
て
退
任
さ
れ
、
新
た
に

足
立
浩
副
委
員
長
が
委
員
長
に
新
任
さ

れ
ま
し
た
。
ト
ラ
ッ
ク
部
会
の
「
物
流

の
２
０
２
４
年
問
題
」
に
対
す
る
労
働

時
間
短
縮
と
賃
上
げ
を
一
体
と
し
た
取

り
組
み
、
学
童
保
育
部
会
の
「
学
童
保

育
所
を
児
童
福
祉
施
設
に
位
置
付
け
る

こ
と
を
求
め
る
要
請
署
名
」
の
た
た
か

い
、
ダ
ン
プ
部
会
の
「
公
共
工
事
設
計

労
務
単
価
」
を
活
か
し
た
統
一
単
価
闘

争
、
軽
貨
物
ユ
ニ
オ
ン
の
取
り
組
み
、

事
業
団
・
高
齢
者
部
会
や
じ
ん
肺
根
絶

闘
争
な
ど
、
様
々
な
業
種
別
の
運
動
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
初
日
の
夜
は
、

建
交
労
結
成
２
５
年
を
記
念
し
て
レ
セ

プ
シ
ョ
ン
が
開
催
さ
れ
、
全
国
の
仲
間

と
交
流
し
団
結
を
深
め
ま
し
た
。

被爆者とともに核兵器の無い世界へ

原水爆禁止２０２４年世界大会に参加して

■１１月１０日（日）１４時～東京地評青年協

東京ジャックｉｎ池袋東口

■１１月 ７日（木）～８日（金）１０時～建

交労秋の中央行動／国交省前、ゼネコン要請

■１１月１０日（日）１３時半～第１０回はた

らく女性の東京集会／エデュカス東京

■１１月１６日（土）～１７日（日）第６９回

働く女性の中央集会ｉｎ岩手

■１１月２２日（金）～２３日（土）～第３７

回日本高齢者大会ｉｎ愛知

■１１月２３日（土）～２４日（日）建交労中

央本部２５春闘討論集会／サンバレー富士見

組合掲示板


